
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

主
要
農
作
物
種
子
法
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
制
定
さ
れ
て
以
降
、
都
道
府
県
に
原
種
・
原
原
種
の
生
産
、
奨
励
品
種
指
定
の

た
め
の
検
査
等
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
基
本
的
作
物
で
あ
る
主
要
農
作
物
（
稲
、
大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦

及
び
大
豆
）
の
種
子
の
国
内
自
給
の
確
保
及
び
食
料
安
全
保
障
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

将
来
に
わ
た
っ
て
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
質
の
種
子
の
流
通
を
確
保
す
る
た
め
、
種
苗
法
に
基
づ
き
、
主
要
農
作
物
の

種
子
の
生
産
等
に
つ
い
て
適
切
な
基
準
を
定
め
、
運
用
す
る
こ
と
。

二

主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
伴
っ
て
都
道
府
県
の
取
組
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
都
道
府
県
が
こ
れ
ま
で
の
体

制
を
生
か
し
て
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
地
方
交
付
税
措
置
を
確
保
し
、
都
道
府
県
の
財
政
部
局
も
含
め
た
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三

主
要
農
作
物
の
種
子
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と
都
道
府
県

等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
主
要
農
作
物
種
子
が
、
引
き
続
き
国
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で
国
内

で
生
産
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四

消
費
者
の
多
様
な
嗜
好
性
、
生
産
地
の
生
産
環
境
に
対
応
し
た
多
様
な
種
子
の
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
、
長
期
的

な
観
点
か
ら
、
消
費
者
の
利
益
、
生
産
者
の
持
続
可
能
な
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
種
子
の
独
占
に

よ
っ
て
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


